
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 岡山科学技術専門学校 
設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

映像音響学科 
夜 ・

通信 
240 160  

電気通信工学科 
夜 ・

通信 
180 160  

食品生命科学科 
夜 ・

通信 
180 160  

建築工学科 
夜 ・

通信 
240 160  

建築工学研究科 
夜 ・

通信 
120 80  

測量環境工学科 
夜 ・

通信 
165 160  

ものづくり創造学科 
夜 ・

通信 
180 160  

二級自動車工学科 
夜 ・

通信 
160 160  

一級自動車工学研究科 
夜 ・

通信 
160 160  

ICTライセンス学科 
夜 ・

通信 
4 4  

（備考）※「ものづくり創造学科」は令和４年度から「国際機械工学科」に名称変更 

して留学生のみ在籍可としている。令和４年度、旧名称「ものづくり創造学科」には 

支援対象資格のある学生を含む最終学年が在籍している。 

※「ICTライセンス学科」は」単位制、他は時間制。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.oist.ac.jp/report.html（本校 HP）にて公開している。 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 岡山科学技術専門学校 
設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.oist.ac.jp/report.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
自動車販売企業 

代表取締役社長 
2022.5.28 

～2024.5.27 
専門分野及び経営的観

点からのアドバイス 

非常勤 
持株企業 

代表取締役副会長 
2022.5.28 

～2024.5.27 同上 

非常勤 
事務用品販売企業 

相談役 
2022.5.28 

～2024.5.27 同上 

非常勤 
自動車輸送販売企業 

代表取締役社長 
2022.5.28 

～2024.5.27 同上 

（備考） 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 岡山科学技術専門学校 

設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

２月 教育課程編成委員会（前年度第２回目） 

３月 シラバス作成 

学科内での検討を経て、全学科共通のフォームでシラバスを作成 

４月 学科ごとに「学科ガイドブック」としてシラバスも学生に配付 

６月 学校のホームページ上で公表 

６月 教育課程編成委員会（当該年度第１回目） 

出席者：校外委員２名、校長、副校長、教務部長、グループ長、教務課長、

学科長、学科教員、事務局長 

６月 学校関係者評価委員会 

出席者：校外委員（各学科１名、卒業生、保護者会）、校長、副校長、教務 

部長、グループ長、学科長、事務局長 

９月 学科ヒアリング 

当該年度の学科運営状況の確認と次年度の教育課程計画を立案。この際に

は、教育課程編成委員会、学校関係者両委員会での提案等を参考にする。 

出席者：校長、副校長、教務部長、グループ長、学科長、事務局長、広報企

画課長、進路指導課長 

授業計画書の公表方法 https://www.oist.ac.jp/report.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

□学生の成績評価 

学生の成績は、筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して次の

評価区分で表し、Ｃ以上で当該授業科目を認定することとしている。 

Ｓ（秀）－Ａ（優）－Ｂ（良）－Ｃ（可）－Ｄ（不可） 

 

□進級・卒業の認定 

進級・卒業の認定の要件は学科によって異なる。成績、出席データは情報システ

ムにて計算、作表処理して出力し、進級・卒業要件を満たすかどうかを学科内で確

認して判断を下す。 

 

□進級・卒業判定会議 

  毎年３月初旬に、全学科が判定結果を持ち寄って出席者全員に状況を説明し、最

終的に校長が決定を下す。 

  出席者：教務系の管理職を含む全教員と事務局長 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

□成績評価指標 

上記２の評価区分は、筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合し

て決定する評価点による。この評価区分に下記のようにＧＰＡポイントを設定して 

いる。 

評価点   評価区分 ＧＰＡポイント 

１００点～９０点   Ｓ    ５ 

 ８９点～８０点   Ａ    ４ 

 ７９点～７０点   Ｂ    ３ 

 ６９点～６０点   Ｃ    ２ 

 ５９点以下     Ｄ    １ 

 

□ＧＰＡ指標値の算出と成績分布 

ＧＰＡ指標値は情報システムで計算・集計する。さらにその結果から、成績の 

分布状況の把握に供するグラフを作成する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.oist.ac.jp/report.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

□卒業認定の具体的方針 

１．卒業認定要件－卒業のためにはまず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

 

□公表 

卒業要件を満たすための科目認定に必要な出席率や科目認定率に学科による違

いはあるが、扱いは同様であるので、ここでは学科ごとの記載はしない。ホームペ

ージ上で公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.oist.ac.jp/report.html 

 

 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 岡山科学技術専門学校 
設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.oist.ac.jp/report.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.oist.ac.jp/report.html 
財産目録 https://www.oist.ac.jp/report.html 
事業報告書 https://www.oist.ac.jp/report.html 
監事による監査報告（書） https://www.oist.ac.jp/report.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

 （１）映像音響学科 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 映像音響学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,784 

単位時間／単位 

586 

単位時

間/単位 

766 

単位時

間/単位 

432 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,784単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 54 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 



  

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）外部企業と提携し実際の施設での授業を行う。また、劇団四季等の演劇・芸

術鑑賞をして映像・音響・照明の勉強に活かしている。さらに、複数担任制をしいて

教員に相談しやすい環境を用意している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18人 

（100％） 

1人 

（5.6％） 

13人 

（72.2％） 

4人 

（22.2％） 

（主な就職、業界等） 

(公財)真庭エスパス文化振興財団、(株)ビデオコム、(有)ネクサス、ヴェルト（株）、

（株）映像システムズ、（株）ブライト、（株）富士巧芸社、（株）トラストネットワ

ーク、（株）こまり、(公財)しまね文化振興財団 

（就職指導内容） 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

映像音響処理技術者認定試験 21人受験、17人合格 

舞台機構調整技能士 3級  43人受験、19人合格 

ビジネス著作権   21人受験、 3人合格 

第二種電気工事士  27人受験、19人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  51人 6人  11.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携･情報共有。 

 

  



  

 （２）電気通信工学科（令和４年度、「電気工学科」から名称変更） 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 電気通信工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 2,160 

単位時間／単位 

1,020 

単位時

間/単位 

120 

単位時

間/単位 

1,020 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

2,160単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 51人 7人 3人 5人 8人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）資格取得支援として、①平日の授業終了後や、②長期休み期間中に対策授業

を行っている。取得を目指す資格は一年次に次の四つ。 

 (1) 第二種電気工事士 (2) 第一種電気工事士 

 (3) 工事担任者第一級デジタル通信 (4) 第一級陸上特殊無線技士 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

11人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

（株）四電工、四国通建（株）、旭東工業（株）、東海電気（株）、（株）中電工、

（株）NTTフィールドテクノ、倉敷工業（株）、（株）栄代工務店、山陽電研（株）、

旭電業（株） 

（就職指導内容） 

履歴書、送付状、礼状等、文書作成指導や企業研究、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

第二種電気工事士試験     人受験、  人合格 

第一種電気工事士試験  11人受験、 9人合格 

工事担任者 DD第１種試験 11人受験、 6人合格 

第一級陸上特殊無線技士試験 11人受験、 8人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  32人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

  

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携。 

 

 

  



  

 （３）食品生命科学科 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 食品生命科学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,910 

単位時間／単位 

870 

単位時

間/単位 

150 

単位時

間/単位 

880 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,910単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 15人 2人 2人 2人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）文章力向上策として「文献講読演習」を取り入れている。著者の主張を読み

取り、それに対する自分の意見をまとめ、そして発表する。専門知識を増やすことは

二の次にして、学生の文章力、発表力向上を支援している。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

7人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

（株）タイム、（株）ホクペレ、（株）伯和、若女食品（株）、エビス紙料（株）、

（有）高嶋産業、山城農産（株） 

（就職指導内容） 

履歴書、送付状、礼状等、文書作成指導や企業研究、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

中級バイオ技術者認定試験 6人受験、3人合格 

一般毒物劇物取扱者  1人受験、1人合格 

危険物取扱者乙 4類        10人受験、3人合格 

環境社会検定   4人受験、3人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  18人 2人  11.1％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、コロナ危惧の帰国 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携。 

 

 

  



  

 （４）建築工学科 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1.950 

単位時間／単位 

990 

単位時

間/単位 

180 

単位時

間/単位 

780 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,950単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 65人 0人 3人 7人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）授業以外の空き時間を利用した資格取得指導、長期の休みには理解度の低い

学生を対象とした補講、さらには、企業見学に出かけることで学んだことの裏付けを

取りながら全体の底上げを図っている。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 28人 

（100％） 

9人 

（32.1％） 

19人 

（67.9％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

中国建設工業(株)、ライフデザイン・カバヤ(株)、(株)トータルホーム、(株)和田組、

(株)久慈建築設計事務所、(株)まつもとコーポレーション、協立土建(株)、(株)カザ

ケン、(株)道下工務店、(株)小橋工務店、福井建設(株) 

（就職指導内容） 

「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の採用担当者を招い 

ての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえてのホームルームで 

の進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級建築施工管理技士   23人受験、11人合格 

積算士補    25人受験、 7人合格 

福祉住環境コーディネーター試験   3人受験、 2人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  56人 1人  1.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学科の魅力づくり。きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （５）建築工学研究科 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築工学研究科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼 930 

単位時間／単位 

630 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

300 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

930単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

25人 6人 0人 1人 2人 3人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は「二級建築士試験」合格である。そのために、授業 

以外の空き時間を利用した個別指導をすることによって、学力向上とモチベーション 

維持に努めている。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

5人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

中国建設工業株式会社、株式会社重藤組、株式会社トータルホーム、アルファプラス

株式会社、株式会社ケンチックス 

（就職指導内容） 

「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の採用担当者を招い 

ての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえてのホームルームで 

の進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級建築士   5人受験、 3人合格 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  6人 1人  16.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・就職 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学科の魅力づくり。きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （６）測量環境工学科 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 測量環境工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,950 

単位時間／単位 

1,455 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

495 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,950単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 29人 0人 3人 1人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）公務員試験や資格取得指導に意欲を燃やす学生のために、指導を望む学生を

募って授業外の時間を利用した指導をしている。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

8人 

（80.0％） 

2人 

（20.0％） 

（主な就職、業界等） 

岡山県、四国中央市役所、日本道路（株）、（株）アシワ測量、ダイホーコンサルタン

ト（株）、第一測量（株）、（株）中部コンサルタント、（株）まつもとコーポレーシ

ョン 

（就職指導内容） 

「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の採用担当者を招い 

ての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえてのホームルームで 

の進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

測量士補    10人受験、10人合格 

2級土木施工管理技術検定学科試験  6人受験、 4人合格 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  28人 1人  3.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・就職 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （７）国際機械工学科（令和４年度、「ものづくり創造学科」から名称変更） 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ものづくり創造学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,920 

単位時間／単位 

900 

単位時

間/単位 

120 

単位時

間/単位 

900 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,920単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 17人 8人 4人 3人 7人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

よって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）資格取得に意欲を燃やす学生のために、指導を望む学生を対象に授業外の 

時間を利用した指導をしている。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15人 

（100％） 

1人 

（6.7％） 

14人 

（93.3％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

(株)エフテックス、(株)中原製作所、(有)岡山ネジ製作所、岡山ビルサッシ工業(株)、

(株)アネックス(有)、福治商会、享栄エンジニアリング(株)、松田工業(株) 

（就職指導内容） 

「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の採用担当者を招い 

ての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえてのホームルームで 

の進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

技能検定３級旋盤   1人受検、1人合格 

技能検定３級ＭＣ   3人受検、3人合格 

機械保全技能士３級  16人受検、6人合格 

危険物取扱者乙種４類   1人受検、1人合格 

（備考）（任意記載事項） 

ものづくり創造学科は令和４年度より「国際機械工学科」に名称変更し、支援対象者が

在籍できなくなるが、最終卒業学年に支援可能対象者が在籍しているために記載した。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  33人 1人  3.0％ 

（中途退学の主な理由） 

日本での生活不適合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （８）二級自動車工学科 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 二級自動車工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 2,368 

単位時間／単位 

928 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,440 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

2,368単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

100人 66人 27人 4人 1人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

従って授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は３月末の「二級自動車整備士試験」合格である。その

ために、卒業前から授業外の時間も含めて、卒業式後も集団指導、個別指導をするこ

とによって、学力向上とモチベーションを維持に努め全員合格を目指す。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32人 

（100％） 

1人 

（3.1％） 

31人 

（96.9％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

岡山トヨタ（株）、ネッツトヨタ山陽（株）、岡山トヨペット（株）、、いすゞ自動車

中国四国（株）、西日本三菱自動車販売（株）、トヨタ L&F 岡山（株）、、（株）ホ

ンダ四輪販売岡山、スズキ岡山販売(株)、東中国スズキ自動車（株）、岡山日野自動

車（株）、美作マツダ（株）、（株）ハヤシ 

（就職指導内容） 

「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の採用担当者を招い 

ての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえてのホームルームで 

の進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級ガソリン自動車整備士 32人受験、29人合格 

二級ジーゼル自動車整備士 32人受験、31人合格 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 6人  8.2％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由、環境不適合、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （９）一級自動車工学研究科(令和４年度、「一級自動車工学科」から名称変更) 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 一級自動車工学研究科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,150 

単位時間／単位 

406 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

744 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

1,150単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30人 1人 0人 1人 2人 3人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

従って授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は３月末の「一級自動車整備士試験」合格である。加え

て、大きく変革している技術に対応することも目指す。そのために、卒業前から授業

外の時間も含めて、卒業式後も集団指導、個別指導をすることによって、学力向上と

モチベーションを維持に努め全員合格を目指す。また、外部の企業の支援も得て、最

新技術にも触れる。 

 

 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

0人 

（0.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

一級ガソリン自動車整備士 －人受験、－人合格 

一級ジーゼル自動車整備士 －人受験、－人合格 

（備考）（任意記載事項） 

直近の終了年度は在籍者ゼロにつき、卒業者、中途退学者情報等は提供できず。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

  



  

 （１０）ＩＣＴライセンス学科（令和４年度、新設学科） 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ＩＣＴライセンス学科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 66 

単位時間／単位 

43 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

23 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

66単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 5人 0人 1人 1人 2人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習等）に

従って授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバスに詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、授業態度を総合して評価点（１００

点～０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に認

定されていること。 

 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで公開

している 

学修支援等 

（概要）自宅での学習が主であるが、情報端末とインターネットでいつでも連絡が取

れる環境を作り、情報交換ができる。さらに、月２日、スクーリングで登校したとき

には、教員に質問、相談ができる体制を整えている。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

0人 

（0.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項） 

学年進行中で卒業者ゼロにつき、卒業者、中途退学者情報等は提供できず。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

映像音響学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

電気通信工学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

食品生命科学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

建築工学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

建築工学研究科 220,000円 740,000円 180,000円 教科書代等別途 

測量環境工学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

二級自動車工学科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

一級自動車工学研究科 220,000円 900,000円 180,000円 教科書代等別途 

ICTライセンス学科 50,000円 330,000円 100,000円 教科書代等別途 

国際情報学科 220,000円 560,000円 180,000円 教科書代等別途 

国際機械工学科 220,000円 560,000円 180,000円 教科書代等別途 

国際自動車工学科 220,000円 560,000円 180,000円 教科書代等別途 

進学準備学科 220,000円 500,000円 120,000円 教科書代等別途 

日本語学科 100,000円 500,000円 120,000円 教科書代等別途 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.oist.ac.jp/report.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

校内委員と校外委員とで構成する委員の出席により、年１回開催する。校外委員は、

設置学科と関連した業種の企業関係者とＰＴＡ、卒業生で構成する。 

文部科学省の「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいて全教職員に 

実施した自己評価に加え、学校長が作成した自己点検・自己評価資料をもとに、 

上記委員で構成する委員会にて総合的に評価する。 

結果は、学校関係者評価報告書にまとめて全教職員に配付するとともに、ホーム 

ページ上に公表する。各部署では評価結果を検討し、その後の改善に努める。 

 

〔評価項目〕 

教育理念 学校経営     教育活動 学修成果   学生支援 

教育環境 学生の受入れ募集 財務   法令等の遵守 社会貢献・地域貢献 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

会社代表者または役員  ９名 
令和４年４月１日～ 

令和５年３月３１日 
企業関係者 

保護者会代表      １名 
令和４年４月１日～ 

令和５年３月３１日 
ＰＴＡ 



  

同窓会代表       １名 
令和４年４月１日～ 

令和５年３月３１日 
卒業生 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.oist.ac.jp/report.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.oist.ac.jp/ 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

65人

後半期

32人

20人

－

－

学校名

設置者名

岡山科学技術専門学校

学校法人　岡山科学技術学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

33人

22人第Ⅰ区分

学校コード H133310000177

（備考）

内
訳

－

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

65人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 0人 0人

0人 0人

0人 0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人

0人 0人

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 0人 －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

0人 －

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）


